
ストレージプロファイルの設定
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• LUNの参照解除, 9 ページ

• コントローラの制限と制約事項, 9 ページ
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ストレージプロファイル
ストレージプロファイルを作成して使用することで、ストレージディスクの数、これらのディス

クのロールと用途、およびその他のストレージパラメータを柔軟に定義できます。ストレージプ

ロファイルには、1つ以上のサービスプロファイルのストレージ要件がカプセル化されます。ス
トレージプロファイルで設定された LUNは、ブート LUNまたはデータ LUNとして使用でき、
また特定のサーバ専用にすることができます。さらに、ローカル LUNをブートデバイスとして
指定することも可能です。ただし、LUNのサイズ変更はサポートされていません。ストレージプ
ロファイルを導入すると、次の利点があります。

•複数の仮想ドライブを設定し、仮想ドライブによって使用される物理ドライブを選択できま
す。仮想ドライブのストレージ容量も設定できます。
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•ディスクグループに含まれるディスクの数、タイプ、ロールを設定できます。

•ストレージプロファイルをサービスプロファイルに関連付けることができます。

ストレージプロファイルは、組織レベルでも、サービスプロファイルレベルでも作成できます。

サービスプロファイルには、専用ストレージプロファイルおよび組織レベルのストレージプロ

ファイルを関連付けることができます。

ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー
ストレージに使用するディスクは、ユーザが選択して設定できます。これらの物理ディスクの論

理集合をディスクグループと言います。ディスクグループを使用すれば、ローカルディスクを

整理できます。ストレージコントローラがディスクグループの作成と設定を制御します。

ディスクグループ設定ポリシーはディスクグループの作成方法と設定方法を定義したものです。

このポリシーで、ディスクグループに使用する RAIDレベルを指定します。また、ディスクグ
ループのディスク、およびディスクのロールを手動で選択するか、自動で選択するかどうかも指

定します。1つのディスクグループポリシーを使用して、複数のディスクグループを管理できま
す。ただし、1つのディスクグループを複数のディスクグループポリシーで管理することはでき
ません。

ホットスペアとは、ディスクグループに含まれるディスクで障害が発生した場合にディスクグ

ループで使用できる、未使用の予備ディスクのことです。ホットスペアを使用できるのは、フォー

ルトトラレント RAIDレベルをサポートするディスクグループのみです。また、ディスクは、グ
ローバルホットスペアとして割り当てることができます。つまり、どのディスクグループでも

使用できます。

仮想ドライブ

1つのディスクグループは、複数の仮想ドライブにパーティション分割できます。その場合、オ
ペレーティングシステムには各仮想ドライブが個別の物理デバイスとして表されます。

ディスクグループのすべての仮想ドライブは、同じ 1つのディスクグループポリシーを使用し
て管理する必要があります。

設定状態

[Configuration States]には、仮想ドライブの設定状態が示されます。仮想ドライブの設定状態は次
のいずれかになります。

• [Applying]：仮想ドライブを作成中です。

• [Applied]：仮想ドライブの作成が完了したか、仮想ディスクポリシーの変更が設定されて正
常に適用されました。

• [Failed to apply]：基礎となるストレージサブシステムで発生したエラーにより、仮想ドライ
ブの作成、削除、または名前変更が失敗しました。
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• [Orphaned]：この仮想ドライブを含むサービスプロファイルが削除されたか、サービスプロ
ファイルとストレージプロファイルとの関連付けが解除されています。

展開状態

[Deployment States]には、仮想ドライブで実行中のアクションが示されます。仮想ドライブの展開
状態は次のいずれかになります。

• [No action]：仮想ドライブに対して保留中の作業項目はありません。

• [Creating]：仮想ドライブを作成中です。

• [Deleting]：仮想ドライブを削除中です。

• [Modifying]：仮想ドライブを変更中です。

動作状態

[Operability States]には、仮想ドライブの動作状態が示されます。仮想ドライブの動作状態は次の
いずれかになります。

• [Optimal]：仮想ドライブの動作状態は正常です。設定されているすべてのドライブがオンラ
インです。

• [Degraded]：仮想ドライブの動作状態は最適ではありません。設定されたドライブのいずれ
かに障害が発生したか、オフラインの状態です。

• [Cache-degraded]：仮想ドライブは write backモードの書き込みポリシーを使用して作成され
ましたが、BBUに障害が発生したか、BBUがありません。

always write backモードを選択した場合は、この状態になりません。（注）

• [Partially degraded]：RAID6仮想ドライブの動作状態が最適ではありません。設定されたドラ
イブのいずれかに障害が発生したか、オフラインの状態です。RAID6は、最大2つのドライ
ブ障害を許容できます。

• [Offline]：仮想ドライブが、RAIDコントローラで使用できません。これは基本的に障害状態
です。

• [Unknown]：仮想ドライブの状態は不明です。

プレゼンスステータス

[Presence States]には、仮想ドライブコンポーネントのプレゼンスが示されます。仮想ドライブの
プレゼンスステータスは次のいずれになります。

• [Equipped]：仮想ドライブを利用できます。

• [Mismatched]：仮想ドライブの展開状態が、その仮想ドライブに設定されている状態と異な
ります。
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• [Missing]：仮想ドライブがありません。

RAID レベル
ディスクグループの RAIDレベルは、可用性、データの冗長性、および I/Oパフォーマンスの確
保を目的とした、ディスクグループでのデータの編成方法を表します。

RAIDにより、次の機能が提供されます。

•ストライピング：複数の物理デバイスでデータをセグメント化します。これにより、デバイ
スの同時アクセスが可能になり、スループットが向上するため、パフォーマンスが向上しま

す。

•ミラーリング：同じデータを複数のデバイスに書き込んで、データの冗長性を実現します。

•パリティ：デバイスで障害が発生した場合にエラーを修正できるよう、追加のデバイスに冗
長データを保管します。パリティによって完全な冗長性が実現されることはありませんが、

シナリオによってはエラーリカバリが可能になります。

•スパニング：複数のドライブが 1つの大きなドライブであるかのように機能できます。たと
えば、4台の 20 GBドライブを結合して、1台の 80 GBドライブのようにすることができま
す。

サポートされている RAIDレベルは次のとおりです。

• RAID0Striped：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スループット
を提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべての

データが失われます。

• RAID 1 Mirrored：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生した
場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さい方
の空き容量に等しくなります。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各ディ
スクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ情報が

格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデータ
スループットを提供します。

RAID5は、RAID-5グループに属する複数のディスクにパリティデータブロックを配分しま
す。RAID 5には、3台以上のディスクが必要です。

• RAID 6 Striped Dual Parity：アレイのすべてのディスクにデータをストライプ化し、2つのパ
リティデータセットを使用して、最大 2台の物理ディスクの障害に対する保護を提供しま
す。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

2つ目のパリティブロックが追加される点を除けば、RAID 6は RAID 5と同じです。RAID
6には 4台以上のディスクが必要です。

• RAID 10Mirrored and Striped：RAID 10はミラーリングされたディスクのペアを使用して完全
なデータ冗長性を提供し、ブロックレベルのストライピングによって高度なスループット
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レートを実現します。RAID 10は、パリティおよびブロックレベルのストライピングを使用
しないミラーリングを行います。RAID 10には 4台以上のディスクが必要です。

• RAID50Striped Parity and Striped：データが複数のストライプ化されたパリティディスクセッ
トにストライプ化され、高いスループットと複数のディスク故障耐性を提供します。

• RAID 60 Striped Dual Parity and Striped：データが複数のストライプ化されたパリティディス
クセットにストライプ化され、高いスループットと優れたディスク故障耐性を提供します。

自動ディスク選択
ディスクグループ設定を指定して、そのディスクグループに含まれるローカルディスクを指定

しないと、CiscoUCSManagerはディスクグループ設定ポリシーで指定された基準に従って、使用
するディスクを決定します。この場合、Cisco UCSManagerは複数の方法でディスクを選択できま
す。

一連のディスクのすべての修飾子が一致すると、それらのディスクはスロット番号に従って順番

に選択されます。通常のディスクおよび専用ホットスペアは、スロット番号が小さい順に選択さ

れます。

ディスク選択プロセスは次のとおりです。

1 新しい仮想ドライブの作成が必要なすべてのローカル LUNについて処理が繰り返されます。
繰り返し処理は、次の基準に、記載する順で従います。

a ディスクの種類

b 降順の最小ディスクサイズ

c 降順のスペース要件

d アルファベット順のディスクグループ修飾子名

e アルファベット順のローカル LUN名

2 最小ディスク数および最小ディスクサイズに応じて、通常のディスクを選択します。検索基準

を満たすディスクのうち、スロット番号が最も小さい順にディスクが選択されます。

ドライブタイプとして [Any]を指定すると、使用可能な最初のドライブが選択されます。最初
のドライブが選択されると、以降のドライブはそのドライブと互換性のあるタイプになりま

す。たとえば、最初のドライブが SATAである場合、後続のすべてのドライブも SATAとな
ります。

（注）

3 専用ホットスペアの選択方法も、通常のディスクを選択する場合と同じです。[Unconfigured
Good]状態のディスクのみが選択されます。

4 プロビジョニング済みLUNに、展開済み仮想ドライブと同じディスクグループポリシーが設
定されている場合は、同じディスクグループへの新しい仮想ドライブの展開を試みます。そう

でない場合は、展開する新しいディスクの検索を試みます。
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サポートされている LUN の変更
LUNが関連付けられたサーバにすでに展開されているとしても、LUN設定に対する一部の変更は
サポートされます。

次のタイプの変更を行うことができます。

•新しい仮想ドライブの作成。

•孤立した状態にある既存の仮想ドライブの削除。

•既存の仮想ドライブに対する、再構成を伴わない変更。次の変更は、データ損失やパフォー
マンスの低下を伴わずに既存の仮想ドライブに対して行うことができます。

•ポリシーの変更。たとえば、キャッシュ書き込みポリシーを変更するなどです。

•ブートパラメータの変更

LUNを削除すると、警告が表示されます。データ損失を回避するための措置を取ってください。

サポートされていない LUN の変更
既存のLUNに対する変更の中には、元の仮想ドライブを破棄して新しい仮想ドライブを作成しな
ければ適用できない変更があります。その場合、すべてのデータが失われるため、そのような変

更はサポートされていません。

再構成を伴う既存の仮想ドライブに対する変更はサポートされていません。サポートされていな

い、再構成を伴う変更は次のとおりです。

•再構成を通して可能となる、サポートされている任意の RAIDレベルの変更。たとえば、
RAID0から RAID1への変更です。

•再構成を通した仮想ドライブのサイズ増加。

•再構成を通したディスクの追加および削除。

破壊的変更もサポートされていません。サポートされていない破壊的変更は次のとおりです。

•再構成をサポートしないRAIDレベルの変更。たとえば、RAID5からRAID1への変更です。

•仮想ドライブのサイズ縮小。

•同じドライブグループに他の仮想ドライブが存在する状況における、再構成をサポートする
RAIDレベルの変更。

•ディスクドライブに仮想ドライブを収容するだけのスペースが残っていない場合のディスク
の削除。

•仮想ドライブで使用しているディスクセットの明示的変更。
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ディスク挿入の処理
次の一連のイベントが発生する場合があります。

1 LUNが、次のいずれかの方法で作成されます。

1 ユーザがローカルディスク参照を使用して、明示的にスロットを指定します。

2 ユーザが指定した基準に従って、システムがスロットを選択します。

2 LUNが正常に展開されます。つまり、そのスロットを使用する仮想ドライブが作成されます。

3 ディスクをスロットから取り外します（おそらくディスクで障害が発生したため）。

4 同じスロットに新しい有効なディスクを挿入します。

次のシナリオが可能です。

•非冗長仮想ドライブ, （7ページ）

•ホットスペアドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ, （7ページ）

•ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ, （8ページ）

•ホットスペアドライブの交換, （8ページ）

•未使用スロットへの物理ドライブの挿入, （8ページ）

非冗長仮想ドライブ

非冗長仮想ドライブ（RAID0）は、物理ドライブが除去されると [Inoperable]状態になります。新
しい有効なドライブが挿入されると、新しい物理ドライブは [UnconfiguredGood]状態になります。

非冗長仮想ドライブの場合、仮想ドライブの回復手段はありません。仮想ドライブを削除してか

ら再作成する必要があります。

ホットスペアドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、RAID 60）にホットスペア
ドライブが割り当てられていないと、古い物理ドライブを取り除いたスロットに有効な物理ドラ

イブを挿入するまでは、仮想ドライブの不一致、仮想ドライブのメンバ欠如、ローカルディスク

の欠如といった障害状態になります。

物理ドライブのサイズが古いドライブのサイズ以上である場合、ストレージコントローラは自動

的にその新しいドライブを仮想ドライブ用に使用します。新しいドライブは [Rebuilding]状態にな
ります。再ビルドが完了すると、仮想ドライブは [Online]状態に戻ります。
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ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、RAID 60）にホットスペア
ドライブが割り当てられている場合、ドライブで障害が発生したり、ドライブを取り除いたりす

ると、仮想ドライブが [Degraded]状態になった時点で、専用ホットスペアドライブ（使用可能
な場合）が [Rebuilding]状態になります。再ビルドが完了すると、そのドライブが [Online]状態に
なります。

仮想ドライブが運用可能であっても、仮想ドライブは Cisco UCSMが期待する物理設定と一致し
ないため、ディスク欠如および仮想ドライブ不一致の障害が発生します。

ディスクが欠如しているスロットに新しいディスクを挿入すると、前のホットスペアディスクか

ら、新しく挿入されたディスクへの自動コピーバックが開始されます。コピーバックの後、ホッ

トスペアディスクが復元されます。復元された時点で、すべてのエラーがクリアされます。

自動コピーバックが開始されず、新しく挿入したディスクの状態が [UnconfiguredGood]、[JBOD]
または [Foreign Configuration]のままになっている場合は、新しいディスクをスロットから取り除
き、前のホットスペアディスクをスロットに再挿入して、外部設定をインポートしてください。

これにより再ビルドプロセスが開始され、ドライブの状態が [Online]になります。その時点で、
新しいディスクをホットスペアスロットに挿入し、ホットスペアとしてマークして、CiscoUCSM
で使用可能な情報と完全に一致させます。

ホットスペアドライブの交換

ホットスペアドライブを交換すると、新しいホットスペアドライブは [UnconfiguredGood]、
[Unconfigured Bad]、[JBOD]、または [Foreign Configuration]状態になります。

ホットスペアドライブの状態が Cisco UCSMで設定されている状態と異なることから、仮想ドラ
イブの不一致または仮想ドライブメンバの不一致による障害が発生します。

このエラーは、手動でクリアする必要があります。それには、次の操作を実行します。

1 新しく挿入されたドライブの状態を [Unconfigured Good]に戻します。

2 新しく挿入されたドライブを、CiscoUCSMが期待するホットスペアドライブとなるように設
定します。

未使用スロットへの物理ドライブの挿入

未使用のスロットに新しい物理ドライブを挿入した場合、そのドライブが [Unconfigured Good]状
態であっても、正常な物理ドライブが欠如している仮想ドライブがあると、ストレージコント

ローラも Cisco UCSMもその新しいドライブを利用しません。

その場合、ドライブは [UnconfiguredGood]状態になるだけです。新しいドライブを利用するには、
新しく挿入されたドライブを参照するように LUNを変更するか、そのドライブを参照する LUN
を作成する必要があります。
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仮想ドライブの命名
UCSMを使用して仮想ドライブを作成すると、UCSMがその仮想ドライブに固有 IDを割り当て
ます。以降の操作では、この IDを使用して確実に仮想ドライブを識別できます。UCSMでは、
サービスプロファイルを関連付ける時点で仮想ドライブに柔軟に名前を付けられるようにもなっ

ています。サービスプロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブは、いず

れも孤立した仮想ドライブとしてマークされます。

固有 IDに加え、名前がドライブに割り当てられます。名前は、次の 2つの方法で割り当てられま
す。

•仮想ドライブを設定する際に、ストレージプロファイルで参照できる名前を、ユーザが明示
的に割り当てることができます。

•ユーザが仮想ドライブの名前をプロビジョニングしなかった場合、UCSMが仮想ドライブの
一意の名前を生成します。

サービスプロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブの名前は変更するこ

とができます。

LUN の参照解除
LUNを使用するサービスプロファイルがなくなると、LUNの参照は解除されます。LUNの参照
解除は、次のシナリオの一環として行われる場合があります。

• LUNがストレージプロファイルから参照されなくなった。

•ストレージプロファイルがサービスプロファイルから参照されなくなった。

•サーバの関連付けがサービスプロファイルから解除された。

•サーバが稼働停止された。

LUNが参照されなくなっても、サーバがまだ関連付けられている場合は、再関連付けが行われま
す。

LUNが含まれていたサービスプロファイルが削除されると、LUNの状態は [Orphaned]に変更さ
れます。

コントローラの制限と制約事項
• Cisco UCS C240、C220、C24、および C22サーバの場合、ストレージコントローラはサーバ
あたり 24台の仮想ドライブを制御できます。他のすべてのサーバの場合、ストレージコン
トローラはサーバあたり 16台の仮想ドライブを制御できます。

• Cisco UCSManagerリリース 2.2(4)では、ブロックサイズが 4Kのドライブはブレードサーバ
ではサポートされませんが、ラックマウントサーバではサポートされます。ブロックサイ
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ズが 4Kのドライブをブレードサーバに挿入した場合、検出に失敗し、「Unable to get
Scsi Device Information from the system」というエラーメッセージが表示され
ます。

ストレージプロファイルの設定

ディスクグループポリシーの設定

ディスクグループを設定するには、次の作業を行う必要があります。

1 RAIDレベルの設定

2 ディスクグループポリシーに含めるディスクの自動または手動設定

3 仮想ドライブのプロパティの設定

ディスクグループポリシーの設定

ディスクグループポリシーに、自動または手動でディスクを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Policies]の順に展開します

ステップ 3 ディスクグループポリシーを作成する組織のノードを展開します。

ステップ 4 組織の [Disk Group Policies]を右クリックし、[Create Disk Group Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Disk Group Policy]ダイアログボックスで、次の情報を指定します。

説明名前

ポリシーの名前

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_
（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できます
が、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オブジェ

クトが保存された後で、この名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての情報を含

めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できます。
ただし、`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二重引
用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、または'（一重引用符）
は使用できません。

[Description]フィール
ド
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説明名前

次のいずれかになります。

• RAID 0 Striped

• RAID 1 Mirrored

• RAID 5 Striped Parity

• RAID 6 Striped Dual Parity

• RAID 10 Mirrored and Striped

• RAID 50ストライプパリティとストライプ

• RAID 60ストライプデュアルパリティとストライプ

[RAIDLevel]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 6 ディスクグループポリシーに自動的にディスクを設定するには、[Disk Group Configuration
(Automatic)]を選択し、次の情報を指定します。

説明名前

ディスクグループのドライブの数を指定します。

Cisco UCS C240、C220、C24、および C22サーバの場合、ドライブの範
囲は 0～ 24です。他のすべてのサーバの場合、1サーバ当たりの制限は
最大 16ドライブです。デフォルトのドライブ数は、[Unspecified]です。
ドライブ数を [Unspecified]として選択すると、ディスクの選択プロセス
に応じたディスク数が選択されます。

[Number of drives]
フィールド

ディスクグループのドライブのタイプ。次のオプションを選択できま

す。

•未指定

• HDD

• SSD

デフォルトのドライブタイプは [Unspecified]です。ドライブタイプを選
択すると、そのタイプから最初に利用可能な未設定の良好なドライブが

自動選択されます。システムがドライブタイプを選択したら、以降のド

ライブはすべて同じタイプになります。たとえば、選択した最初の未設

定の良好なドライブがSATAである場合、以降のドライブはすべてSATA
になります。

[DriveType]フィールド
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説明名前

ディスクグループの専用ホットスペアの数。

専用ホットスペア数の範囲は 0～ 24です。デフォルトの専用ホットス
ペア数は [Unspecified]です。専用ホットスペア数を [Unspecified]として
選択すると、ディスクの選択プロセスに応じたホットスペア数が選択さ

れます。

[Number of Hot Spares]
フィールド

ディスクグループのグローバルホットスペアの数。

専用ホットスペア数の範囲は0～24です。デフォルトのグローバルホッ
トスペア数は [Unspecified]です。グローバルホットスペア数を
[Unspecified]として選択すると、ディスクの選択プロセスに応じたホット
スペア数が選択されます。

[Number of Global Hot
Spares]フィールド

ディスクグループの最小ドライブサイズ。この基準を満たすディスクの

みが選択可能になります。

最小ドライブサイズの範囲は 0～ 10240 GBです。デフォルトの最小ド
ライブサイズは [Unspecified]です。最小ドライブサイズを [Unspecified]
として選択すると、すべてのサイズのディスクが選択可能になります。

[Min Drive Size]フィー
ルド

ディスクグループの残りのディスクが使用されるかどうかを示します。

デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

[Use Remaining Disks]
チェックボックス

ステップ 7 ディスクグループポリシーに手動でディスクを設定するには、[DiskGroupConfiguration (Manual)]
を選択してから、次の手順に従います。

a) テーブル右側のアイコンバーにある [+]をクリックします。
b) [Create Local Disk Configuration Reference]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力し
ます。

説明名前

ローカルディスク参照を設定するスロット。[Slot]フィールド

ディスクグループでのローカルディスクのロール。次のオプションを

選択できます。

•専用ホットスペア

•標準

[Role]フィールド
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説明名前

ディスクが属しているスパングループのスパン ID。単一のスパング
ループに属している複数のディスクは、大容量の単一ディスクとして扱

うことができます。値の範囲は 0～ 8です。スパニング情報が必要ない
場合は、スパン IDを Unspecifiedとして設定することもできます。

ローカルディスクのデフォルトスパン IDは [Unspecified]です。

[Span ID]フィールド

ステップ 8 [Virtual Drive Configuration]領域に、次の情報を指定します。

説明名前

仮想ドライブのストライプサイズ。許容される値は [Platform
Default]のみです。

[Strip Size (KB)]フィールド

仮想ドライブのアクセスポリシー。次のいずれかになります。

• Platform Default

• Read Write

• Read Only

•ブロック

[Access Policy]フィールド

仮想ドライブの読み取りポリシー。次のいずれかになります。

• Platform Default

• Read Ahead

•標準

[Read Policy]フィールド

仮想ドライブのキャッシュ書き込みポリシー。次のいずれかに

なります。

• Platform Default

• Write Through

• Write Back Good Bbu

• Always Write Back

[Write Cache Policy]フィールド

仮想ドライブの I/Oポリシー。次のいずれかになります。

• Platform Default

•直接

• Cached

[IO Policy]フィールド
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説明名前

ドライブキャッシュの状態。次のいずれかになります。

• Platform Default

• No Change

• Enable

• Disable

[Drive Cache]フィールド

ディスクグループ内のすべての仮想ドライブは、同じ 1つのディスクグループポリシーを使用
して管理する必要があります。

これらのプロパティをサポートしないサーバに関連付けようとすると、設定エラーが生成されま

す。

次のストレージコントローラだけがこれらのプロパティをサポートします。

• LSI 6G MegaRAID SAS 9266-8i

• LSI 6G MegaRAID SAS 9271-8i

• LSI 6G MegaRAID 9265-8i

• LSI MegaRAID SAS 2208 ROMB

• LSI MegaRAID SAS 9361-8i

LSI MegaRAID SAS 2208 ROMBコントローラの場合、これらのプロパティは、B420-M3ブレード
サーバだけでサポートされます。他のコントローラでは、これらのプロパティは複数のラック

サーバでサポートされます。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ストレージプロファイルの作成

ストレージプロファイルポリシーは、[Navigation]ペインの [Storage]タブで作成できます。さら
に、[Servers]タブで、サービスプロファイルに固有のデフォルトストレージプロファイルを設定
することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Profiles]の順に展開します

ステップ 3 ストレージプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Storage Profile]を選択します。

ステップ 5 [Create Storage Profile]ダイアログボックスで、ストレージプロファイルの名前を指定します。
[Description]に、このストレージプロファイルの説明を任意で入力できます。

ステップ 6 （任意） [Storage Items]領域で、ローカル LUNを作成し、このストレージプロファイルに追加し
ます。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

特定のストレージプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 2 特定のストレージプロファイルを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開

します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 特定のストレージプロファイルを作成するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Storage] > [LUN Configuration]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Modify Storage Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Modify Storage Profile]ダイアログボックスで、[Specific Storage Profile]タブをクリックします。

ステップ 7 [Create Specific Storage Profile]をクリックします。

ステップ 8 （任意） [Specific Storage Profile]領域で、[Description]フィールドに入力して、ストレージプロ
ファイルの説明を設定します。

各サービスプロファイルには、特定のストレージプロファイルを 1つだけ含めることができま
す。そのため、このストレージプロファイルの名前はデフォルトで提供されます。

ステップ 9 [Storage Items]領域で、ローカル LUNを作成し、このストレージプロファイルに追加します。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ストレージプロファイルの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

[Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Profiles]の順に展開
します

ステップ 2   

削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを

展開します。

ステップ 3   

削除するストレージプロファイルを右クリックし、[Delete]を
選択します。

ステップ 4   

表示される確認ダイアログで、[Yes]をクリックします。ステップ 5   

ローカル LUN の設定
[Navigation]ペインの [Storage]タブで、ストレージプロファイルポリシーに含めるローカル LUN
を作成できます。さらに、[Servers]タブで、サービスプロファイルに固有のデフォルトストレー
ジプロファイルに含めるローカル LUNを作成することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Profiles]の順に展開します

ステップ 3 ローカルLUNを作成する対象のストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Create Local LUN]をクリックします。

ステップ 6 [Create Local LUN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

新しいローカル LUNの名前。[Name]フィールド

この LUNのサイズ（GB単位）。サイズの許容範囲は 1～
10240 GBです。

孤立した LUNを要求する場合は、LUNサイズを指
定する必要はありません。

（注）

[Size (GB)]フィールド

このLUNが使用可能なディスクグループ全体を使用して展開
できるように指定します。

サービスプロファイルごとに、このオプションを使用できる

LUNは 1つだけです。

[Expand To Available]フィールド

ローカル LUNを自動的に展開するかどうかを指定します。[Auto Deploy]フィールド
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説明名前

このローカル LUNに適用するディスクグループ設定。[Select Disk Group Configuration]
フィールド

ステップ 7 （任意） このローカル LUNに新しいディスクグループポリシーを作成する場合は、[Create Disk
Group Policy]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ローカル LUN の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。ステップ 1   

[Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Profiles]の
順に展開します

ステップ 2   

ローカル LUNを削除するストレージプロファイルが
含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 3   

目的のストレージプロファイルの [LocalLUNs]を展開
し、削除するローカル LUNを選択します。

ステップ 4   

確認用のダイアロ

グボックスが表示

されます。

削除する LUNを右クリックして、[Delete]を選択しま
す。

ステップ 5   

[Yes]をクリックします。ステップ 6   

PCH SSD コントローラ定義
Cisco UCS Managerプラットフォームコントローラハブ（PCH）ソリッドステートドライブ
（SSD）コントローラ定義によって提供されるストレージプロファイル内のローカルストレージ
設定で、単一 RAIDまたは JBODディスクアレイ内にあるすべてのディスクを設定できます。

PCHコントローラ定義を設定することで、次の機能がサポートされます。

•オンボード PCHコントローラに接続された 2台の内蔵 SSD間で単一の LUN RAIDを構成す
る機能

•コントローラを AHCI（JBOD）および SWRAID（RAID）の 2つのモードで構成する方法
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•組み込みのローカル LUNおよび組み込みのローカルディスクブートポリシーで PCHスト
レージデバイスを構成する機能。これにより、サーバ内にその他のブート可能なローカル

ストレージデバイスが存在していても、ブート順序を正確に制御できます。ローカル LUN
またはローカル JBODオプションを使用して PCHディスクから起動しないでください。

•内蔵 SSDドライブでのスクラブポリシーのサポート。これは SWRAIDモードにのみ適用さ
れます。これは PCHコントローラモードの AHCIと NORAIDには適用されません。

•内蔵SSDドライブでのファームウェアアップグレードのサポート。ディスクのファームウェ
アアップグレードは、PCHコントローラがSWRAIDモードの場合にのみサポートされます。
AHCIモードではサポートされていません。

PCHコントローラ SSDは、ストレージプロファイルポリシーで設定します。サービスプロファ
イルの関連付けが解除された後もLUN設定が保存される保護設定を有効または無効にします。コ
ントローラモードを選択します。PCHコントローラコンフィギュレーションでは、RAID0と
RAID1の 2つの RAIDオプションのみをサポートしています。コントローラに接続されたすべて
のディスクが JBODディスクとして構成された AHCIモードでは、[No RAID]設定オプションを
使用してください。設定の導入は、ストレージプロファイルをサービスプロファイルへ関連付け

るプロセスの一環として実行されます。

Cisco UCS Managerでは次の内蔵 SSDをサポートしています。

• UCSC-C240-M4L - 12 SFFディスク

• UCSC-C240-M4SX - 24 SFFディスク

組み込み RAIDハブコントローラは、SATAと sSATA（セカンダリ SATA）の 2つのコントロー
ラに分かれています。CiscoUCSManagerでサポートされる PCHコントローラ定義は最初の SATA
コントローラのみに制限されており、ライザーに組み込まれた 2台の内蔵 SSDは最初の SATAコ
ントローラに接続されます。最初の SATAコントローラは、内部ライザーの 2台の SSDと、ス
ロット 1～ 4の前面パネルドライブを制御します。sSATAコントローラは、スロット 5～ 8の前
面パネルドライブのみを制御します。CPUはこれらのコントローラを 2つの独立したデバイスと
して認識します。SATAおよび sSATAコントローラには、2つの異なる PCI定義セットがありま
す。Cisco UCS Managerによるサポートは、内蔵 SSDを管理する最初の SATAコントローラのみ
に追加されます。

Cisco UCS Managerのブートポリシーで PCHコントローラ定義を設定するために、PCH LUNお
よび PCH Diskという 2つの新しいデバイスを選択できます。EmbeddedLocalLunは SWRAIDモー
ドのブートデバイスを表し、EmbeddedLocalDiskは AHCIモードのブートデバイスを表します。

システムは、サポートされているSSDのスクラビング処理を行うために同じスクラブポリシーを
使用します。スクラブがYesの場合、設定されたLUNは関連付けの解除または再検出の一環とし
て破棄されます。スクラブが Noの場合、設定された LUNは関連付けの解除および再検出の間に
保存されます。

Cisco UCSManagerは、PCHコントローラが SWRAIDモードの場合にのみ、内蔵 SSDのファーム
ウェアアップグレードをサポートします。AHCIモードではサポートされていません。
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ストレージプロファイル PCH コントローラ定義の作成
PCHコントローラ定義によって提供されるストレージプロファイル内のストレージ設定で、PCH
コントローラに接続された内蔵 SSDを設定できます。コントローラ定義の名前を作成し、スト
レージプロファイルとサービスプロファイルの関連付けが解除された場合でもストレージプロ

ファイルで設定を保持するかどうかを指定し、RAIDレベルを選択してコントローラモードを指
定します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage Profiles]を右クリックします。

ステップ 3 ポップアップメニューから [Create Storage Profile]を選択するか、[Storage Profile]をクリックする
か、または [Getting Started]タブの [Storage Profile]リンクをクリックします。

ステップ 4 [Navigation]ペインで、特定のストレージプロファイルを右クリックし、ポップアップメニューか
ら [Show Navigator]を選択します。

ステップ 5 [Create Storage Profile]ダイアログボックスで、[Controller Definitions]タブをクリックし、次の情報
を設定します。

ステップ 6 ストレージプロファイルの [Name]に入力します。
名前の長さは 32文字以下にする必要があります。

ステップ 7 （任意）このストレージプロファイルの [Description]に入力します。

ステップ 8 ダイアログボックスの右側にある [+]をクリックすると、[Create PCH Controller Definition]が表示
されます。

ステップ 9 [Create PCH Controller Definition]ダイアログボックスで、次の情報を設定します。

説明名前

ストレージコントローラの名前。

PCHコントローラ定義を保存すると、[General Tab
Properties]領域から名前を変更することはできませ
ん。

（注）

最大16文字まで入力できます。任意の英数字を使用できます。
特殊文字と空白はサポートされていません。

[Name]フィールド
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説明名前

オンにすると、ストレージプロファイルとサービスプロファイ

ルの関連付けが解除されても、ストレージプロファイルの設定

が保持されます。

このオプションが有効な状態でストレージプロファ

イルとサービスプロファイルの関連付けを解除した

後、そのストレージプロファイルに新しいサービス

プロファイルを関連付け、そのサービスプロファイ

ル内のローカルディスク設定ポリシーに前とは異な

るプロパティが含まれていると、サーバから設定不一

致のエラーが返され、関連付けは失敗します。

（注）

[Protect Configuration]チェック
ボックス
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説明名前

[RAIDLevel]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

次のいずれかのディスクポリシーモードを選択できます。

• [No Local Storage]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー
ト）ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用し
ます。このオプションを選択する場合、このポリシーを使

用する任意のサービスプロファイルを、ローカルディス

クを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0 Striped]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー
ト）データはアレイ内のすべてのディスクにストライプ化

され、高速スループットを提供します。データの冗長性は

なく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべての

データが失われます。

• [RAID 1Mirrored]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー
ト）データは 2つのディスクに書き込まれ、1つのディス
クで障害が発生した場合でも完全なデータ冗長性を提供し

ます。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さい方の
空き容量に等しくなります。

• Any Configuration：変更なしのローカルディスク設定を転
送するサーバ設定で使用します。

• NoRAID：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロー
ドを変更しない状態のままにするサーバ設定で使用しま

す。

[NoRAID]を選択し、このポリシーをすでにRAIDストレー
ジが設定されているオペレーティングシステムを使用する

サーバに適用した場合、ディスクの内容は削除されませ

ん。そのため、[No RAID]モードの適用後にサーバ上で違
いがわからないことがあります。これにより、ポリシーの

RAID設定と、サーバの [Inventory] > [Storage]タブに表示
される実際のディスク設定が一致しない場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除するに
は、[NoRAID]コンフィギュレーションモードの適用後に
すべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用

します。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスク
にストライプ化されます。各ディスクの容量の一部に、

ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリ

ティ情報が格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求
レートで、アプリケーションに適切なデータスループット

を提供します。

• [RAID 6 Striped Dual
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説明名前

Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ
化され、2つのパリティディスクを使用して、最大 2つの
物理ディスクの障害に対する保護を提供します。データブ

ロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されま
す。

• [RAID 10 Mirrored and Striped]：RAID 10はミラー化された
ディスクのペアを使用して、完全なデータ冗長性と高いス

ループットレートを提供します。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：データが複数のストラ
イプ化されたパリティディスクセットにストライプ化さ

れ、高いスループットと複数のディスク障害耐性を提供し

ます。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：データが複数のス
トライプ化されたデュアルパリティディスクセットにス

トライプ化され、高いスループットと優れたディスク障害

耐性を提供します。

一部のCisco UCSサーバでは、特定のRAID設定
オプションにライセンスが必要です。Cisco UCS
Managerで、このローカルディスクポリシーを
含むサービスプロファイルをサーバに関連付け

ると、選択されたRAIDオプションに適切なライ
センスが備わっているかが Cisco UCSManagerに
よって確認されます。問題がある場合は、サービ

スプロファイルを関連付ける際に Cisco UCS
Managerに設定エラーが表示されます。

特定のCisco UCSサーバのRAIDライセンス情報
については、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

（注）

ステップ 10 [OK]をクリックします。
新しい PCHコントローラ定義が、ナビゲーションウィンドウに表示されます。
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サービスプロファイル PCH コントローラ定義の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage Profiles]を展開して、特定のストレージプロファイル名を選択します。

ステップ 3 [Controller Definitions]を展開して、特定のコントローラ定義をクリックします。

ステップ 4 [General]タブで、次の情報を変更します。

説明名前

ストレージコントローラの名前。

PCHコントローラ定義を保存すると、[General Tab
Properties]領域から名前を変更することはできませ
ん。

（注）

最大16文字まで入力できます。任意の英数字を使用できます。
特殊文字と空白はサポートされていません。

[Name]フィールド

オンにすると、ストレージプロファイルとサービスプロファイ

ルの関連付けが解除されても、ストレージプロファイルの設定

が保持されます。

このオプションが有効な状態でストレージプロファ

イルとサービスプロファイルの関連付けを解除した

後、そのストレージプロファイルに新しいサービス

プロファイルを関連付け、そのサービスプロファイ

ル内のローカルディスク設定ポリシーに前とは異な

るプロパティが含まれていると、サーバから設定不一

致のエラーが返され、関連付けは失敗します。

（注）

[Protect Configuration]チェック
ボックス
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説明名前

[RAIDLevel]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

次のいずれかのディスクポリシーモードを選択できます。

• [No Local Storage]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー
ト）ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用し
ます。このオプションを選択する場合、このポリシーを使

用する任意のサービスプロファイルを、ローカルディス

クを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0 Striped]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー
ト）データはアレイ内のすべてのディスクにストライプ化

され、高速スループットを提供します。データの冗長性は

なく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべての

データが失われます。

• [RAID 1Mirrored]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー
ト）データは 2つのディスクに書き込まれ、1つのディス
クで障害が発生した場合でも完全なデータ冗長性を提供し

ます。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さい方の
空き容量に等しくなります。

• Any Configuration：変更なしのローカルディスク設定を転
送するサーバ設定で使用します。

• NoRAID：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロー
ドを変更しない状態のままにするサーバ設定で使用しま

す。

[NoRAID]を選択し、このポリシーをすでにRAIDストレー
ジが設定されているオペレーティングシステムを使用する

サーバに適用した場合、ディスクの内容は削除されませ

ん。そのため、[No RAID]モードの適用後にサーバ上で違
いがわからないことがあります。これにより、ポリシーの

RAID設定と、サーバの [Inventory] > [Storage]タブに表示
される実際のディスク設定が一致しない場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除するに
は、[NoRAID]コンフィギュレーションモードの適用後に
すべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用

します。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスク
にストライプ化されます。各ディスクの容量の一部に、

ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリ

ティ情報が格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求
レートで、アプリケーションに適切なデータスループット

を提供します。

• [RAID 6 Striped Dual
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説明名前

Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ
化され、2つのパリティディスクを使用して、最大 2つの
物理ディスクの障害に対する保護を提供します。データブ

ロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されま
す。

• [RAID 10 Mirrored and Striped]：RAID 10はミラー化された
ディスクのペアを使用して、完全なデータ冗長性と高いス

ループットレートを提供します。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：データが複数のストラ
イプ化されたパリティディスクセットにストライプ化さ

れ、高いスループットと複数のディスク障害耐性を提供し

ます。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：データが複数のス
トライプ化されたデュアルパリティディスクセットにス

トライプ化され、高いスループットと優れたディスク障害

耐性を提供します。

一部のCisco UCSサーバでは、特定のRAID設定
オプションにライセンスが必要です。Cisco UCS
Managerで、このローカルディスクポリシーを
含むサービスプロファイルをサーバに関連付け

ると、選択されたRAIDオプションに適切なライ
センスが備わっているかが Cisco UCSManagerに
よって確認されます。問題がある場合は、サービ

スプロファイルを関連付ける際に Cisco UCS
Managerに設定エラーが表示されます。

特定のCisco UCSサーバのRAIDライセンス情報
については、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。
変更した PCHコントローラ定義が正常に保存されたかどうかが表示されます。
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ストレージプロファイル PCH コントローラ定義の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage Profiles]を展開します。

ステップ 3 [PCH Controller Definitions]を展開します。

ステップ 4 [Navigation]ペインで、削除する特定のコントローラ定義をクリックします。

ステップ 5 [General]タブの [Actions]領域で、[Delete]をクリックします。

ステップ 6 定義を削除するかどうかを確認します。

定義が正常に削除されたかどうかが表示されます。削除されない場合は次を参照してください：

PCHコントローラ定義の設定のトラブルシューティング , （28ページ）

ステップ 7 正常に削除されたら、[OK]をクリックします。

PCH コントローラ定義の設定のトラブルシューティング
PCHコントローラ定義の作成

次のような状況では、PCHコントローラ定義の設定に失敗します。

•サポートされていないサーバモデルのコントローラ定義を設定しようとする

•レガシーのローカルディスク設定ポリシーを使用して、ストレージプロファイル内の PCH
ストレージを設定しようとする

•ストレージプロファイルコントローラ定義とストレージプロファイルローカル LUN設定
インターフェイスを使用して、同じコントローラを設定しようとする

• [Protect Configuration]チェックボックスがオンになっており、SWRAIDモードで展開された
設定とは異なる RAIDタイプを設定した場合

• [Protect Configuration]チェックボックスがオンになっており、RAIDタイプが現在のコント
ローラモードと一致しない場合

すでに関連付けられたサーバの PCHストレージ設定を変更すると（コントローラモードの変
更、RAIDレベルの変更、コントローラ修飾子の変更など）、PNUOSブートがトリガーされ
て、ホスト OSのダウンタイムが発生します。

警告

ブートポリシー

次のいずれかの場合に設定エラーが発生します。
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•ブートポリシーで PCHDiskを選択しましたが、プライマリまたはセカンダリターゲットパ
スのスロット番号が、格納されている内蔵SSDスロット番号のいずれにも一致しませんでし
た。

•ブートポリシーで PCH LUNと PCH Diskの両方を同時に選択しました。

ファームウェア

互換性のないソフトウェアの組み合わせに対しては、関連付けを行うときに設定エラーは発生し

ません。ただし、サポート対象のソフトウェアの組み合わせを使用していない場合、関連付けの

実行中にPCHSSDコントローラのストレージ設定が失敗したり、展開されなかったりすることが
あります。また、互換性のないソフトウェアの組み合わせに対する関連付けの最後にPCHSSDコ
ントローラからブートすると、内蔵 SSDで障害が発生することがあります。

ストレージプロファイルと既存のサービスプロファイルとの関連付

け

ストレージプロファイルを既存または新規のサービスプロファイルに関連付けることができま

す。ストレージプロファイルを新しいサービスプロファイルに関連付ける方法について詳しく

は、Cisco UCS Manager GUIコンフィギュレーションガイドリリース 2.2の「[Expert]ウィザード
を使用したサービスプロファイルの作成」を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

ステップ 4 ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [LUN Configuration]サブタブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Modify Storage Profile]をクリックします。[Modify Storage Profile]ダイアログボッ
クスが表示されます。

ステップ 8 [Storage Profile Policy]タブをクリックします。

ステップ 9 このサービスプロファイルに既存のストレージプロファイルを関連付けるには、[Storage Profile]
ドロップダウンリストから関連付けるストレージプロファイルを選択し、[OK]をクリックしま
す。[Storage Items]領域に、ストレージプロファイルの詳細が表示されます。

ステップ 10 新しいストレージを作成して、そのストレージをこのサービスプロファイルに関連付けるには、

[Create Storage Profile]をクリックし、必須フィールドに入力してから [OK]をクリックします。ス
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トレージプロファイルの作成, （14ページ）で、新しいストレージプロファイルの作成方法に
ついて詳しく説明しています。

ステップ 11 （任意）ストレージプロファイルとサービスプロファイルとの関連付けを解除するには、[Storage
Profile]ドロップダウンリストから [No Storage Profile]を選択し、[OK]をクリックします。

サービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUN の詳細の表
示

ストレージプロファイルは、組織レベルで定義することも、サービスプロファイルの専用スト

レージプロファイルとして定義することもできます。したがって、組織のストレージプロファイ

ルと専用ストレージプロファイルの両方がある場合、サービスプロファイルはその両方から有効

なローカル LUNを継承します。サービスプロファイルは、最大 2つのローカル LUNを継承でき
ます。次のコマンドを使用することで、サービスプロファイルに継承されたすべてのローカル

LUNの詳細を表示できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 表示対象のサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 継承されたローカル LUNを表示するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [LUN Configuration]サブタブをクリックし、[Local LUNs]タブをクリックします。
指定したサービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUNに関する次の詳細情報が表
示されます。

• [Name]：ストレージプロファイルでのLUNの名前。

• [AdminState]：ローカルLUNが展開されるかどうかを指定します。管理状態は、[Online]また
は [Undeployed]のいずれかになります。

ローカル LUNがサービスプロファイルによって参照されている場合、自動展開状態が
[no-auto-deploy]であれば、管理状態は [Undeployed]となり、それ以外の場合は [Online]となり
ます。ローカルLUNがサービスプロファイルで参照された後、そのローカルLUNの自動展
開のステータスが変更されたとしても、サービスプロファイルに継承された LUNの管理状
態には反映されません。

• [RAIDLevel]：使用されているディスク・グループの RAIDレベルの要約。

• [ProvisionedSize (GB)]：ストレージプロファイルに指定されている LUNのサイズ（GB単
位）。

• [AssignedSize (MB)]：UCSMによって割り当てられたサイズ（MB単位）。
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• [ConfigState]：LUN設定の状態。状態は次のいずれかになります。

• [Applying]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていて、仮想ドラ
イブが作成されているところです。

• [Applyed]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていて、仮想ドライ
ブが作成されました。

• [ApplyFailed]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていますが、仮
想ドライブの作成が失敗しました。

• [NotApplied]：LUNがサーバに関連付けられていないか、サーバに関連付けられていて
も、管理状態が [Undeployed]になっています。

• [ReferencedLUNName]：事前プロビジョニングされた仮想ドライブ名、またはUCSMが生成
した仮想デバイス名。

• [DeployName]：展開後の仮想ドライブの名前。

• [ID]：LUNID。

• [Order]：サーバに対する LUN可視性の順序。

• [Bootable]：LUNがブート可能であるかどうかを示します。

• [LUN New Name]：LUNの新しい名前。

• [DriveState]：仮想ドライブの状態。以下の状態があります。

•不明（Unknown）

• Optimal

• Degraded

• Inoperable

• Partially Degraded

ブレードサーバの RAID コントローラの外部設定のインポート

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開
します。

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

外部設定をインポートする RAIDコントローラが搭載された
サーバを選択します。

ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブ
タブをクリックします。

ステップ 4   

[Controller]サブタブをクリックします。ステップ 5   

[Actions]領域で、[Import Foreign Configuration]をクリックしま
す。

ステップ 6   

ラックサーバの RAID コントローラの外部設定のインポート

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。ステップ 2   

外部設定をインポートする RAIDコントローラが搭載された
サーバを選択します。

ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブ
タブをクリックします。

ステップ 4   

[Controller]サブタブをクリックします。ステップ 5   

[Actions]領域で、[Import Foreign Configuration]をクリックしま
す。

ステップ 6   

ブレードサーバのローカルディスク操作の設定

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。ステップ 2   
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目

的

コマンドまたはアクション

ローカルディスク操作を設定するサーバを選択します。ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをク
リックします。

ステップ 4   

[Disks]サブタブをクリックします。ステップ 5   

目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。ステップ 6   

• [ClearForeign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスク
の導入時に、そのローカルディスクに存在する外部設定をクリアし

ます。

• [SetUnconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定し
ます。

• [SetPrepare For Removal]：ローカルディスクをシャーシから除去す
る対象として指定します。

• [SetUndo Prepare For Removal]：ローカルディスクがシャーシから除
去する対象でなくなったことを指定します。

• [Markas Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペ
アとして指定します。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを

選択できます。

• [RemoveHotSpare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなった
ことを指定します。

• [SetJBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを
[Unconfigured Good]としてマークして、設定可能にすることを指定
します。

ラックサーバのローカルディスク操作の設定

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。ステップ 2   
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目

的

コマンドまたはアクション

ローカルディスク操作を設定するサーバを選択します。ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをク
リックします。

ステップ 4   

[Disks]サブタブをクリックします。ステップ 5   

目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。ステップ 6   

• [ClearForeign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスク
の導入時に、そのローカルディスクに存在する外部設定をクリアし

ます。

• [SetUnconfiguredGood]：ローカルディスクを設定可能として指定し
ます。

• [SetPrepare For Removal]：ローカルディスクを除去する対象として
指定します。

• [SetUndo Prepare For Removal]：ローカルディスクが除去する対象で
なくなったことを指定します。

• [Markas Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペ
アとして指定します。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを

選択できます。

• [RemoveHot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなった
ことを指定します。

• [SetJBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを
[Unconfigured Good]としてマークして、設定可能にすることを指定
します。

仮想ドライブの設定操作

次の操作は、孤立した仮想ドライブに対してのみ実行できます。

•孤立した仮想ドライブの削除

•孤立した仮想ドライブの名前変更
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ブレードサーバの孤立した仮想ドライブの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]
の順に展開します。

ステップ 2   

孤立した仮想ドライブを削除するサーバを選択しま

す。

ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、
[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 4   

[LUNs]サブタブをクリックします。ステップ 5   

確認用のダイアロ

グボックスが表示

されます。

目的の仮想ドライブを右クリックし、[DeleteOrphaned
LUN]を選択します。

ステップ 6   

[Yes]をクリックします。ステップ 7   

ラックサーバの孤立した仮想ドライブの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開し
ます。

ステップ 2   

孤立した仮想ドライブを削除するサーバを選択しま

す。

ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、
[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 4   

[LUNs]サブタブをクリックします。ステップ 5   

確認用のダイアロ

グボックスが表示

されます。

目的の仮想ドライブを右クリックし、[DeleteOrphaned
LUN]を選択します。

ステップ 6   

[Yes]をクリックします。ステップ 7   
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ブレードサーバの孤立した仮想ドライブの名前変更

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開
します。

ステップ 2   

孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブ
タブをクリックします。

ステップ 4   

[LUNs]サブタブをクリックします。ステップ 5   

目的の仮想ドライブを右クリックし、[RenameReferencedLUN]
を選択します。

ステップ 6   

表示される [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、
新しい LUN名を入力します。

ステップ 7   

[OK]をクリックします。ステップ 8   

ラックサーバの孤立した仮想ドライブの名前変更

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。ステップ 1   

[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。ステップ 2   

孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。ステップ 3   

[Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブ
タブをクリックします。

ステップ 4   

[LUNs]サブタブをクリックします。ステップ 5   

目的の仮想ドライブを右クリックし、[RenameReferencedLUN]
を選択します。

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

表示される [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、
新しい LUN名を入力します。

ステップ 7   

[OK]をクリックします。ステップ 8   

ローカルストレージのブートポリシー

ストレージコントローラのプライマリブートデバイスを、ローカル LUNまたは JBODディスク
として指定できます。各ストレージコントローラには、1つのプライマリブートデバイスを設定
できます。ただし、ストレージプロファイルでは、プライマリブート LUNとして 1つのデバイ
スのみを設定できます。

ローカルデバイスのブートポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。ステップ 1   

[Servers] > [Policies]の順に展開します。ステップ 2   

システムにマルチテ

ナント機能が備えら

ポリシーを作成する組織のノードを展開します。ステップ 3   

れていない場合は、

[root]ノードを展開
します。

設定するブートポリシーを選択します。ステップ 4   

[Work]ペインで、[General]タブをクリックします。ステップ 5   

下矢印をクリックして、[Local Devices]領域を展開
します。

ステップ 6   

[Add Local LUN]をクリックして、ローカル LUNの
ブート順序を設定します。

ステップ 7   

ローカル LUNをプライマリブートデバイスとして
設定するには、[Primary]を選択します。

ステップ 8   

[LUN Name]フィールドに、プライマリブートデバ
イスとして設定する LUNの名前を入力します。

ステップ 9   

[OK]をクリックします。ステップ 10   
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ローカル JBod デバイスのブートポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Servers]をクリック
します。

ステップ 1   

[Servers] > [Policies]の順に展開します。ステップ 2   

システムにマルチテナント機能が備

えられていない場合は、[root]ノー
ドを展開します。

ポリシーを作成する組織のノードを展開

します。

ステップ 3   

設定するブートポリシーを選択します。ステップ 4   

[Work]ペインで、[General]タブをクリッ
クします。

ステップ 5   

下矢印をクリックして、[LocalDevices]領
域を展開します。

ステップ 6   

BODは次のサーバでのみサポート
されます。

[Add Local JBod]をクリックして、ローカ
ル JBodデバイスをプライマリブートデ
バイスとして設定します。

ステップ 7   

• Cisco UCS B200 M3ブレード
サーバ

• Cisco UCS B260 M4ブレード
サーバ

• Cisco UCS B460 M4ブレード
サーバ

• Cisco UCS B200 M4ブレード
サーバ

• Cisco UCSC220M4ラックマウ
ントサーバ

• Cisco UCSC240M4ラックマウ
ントサーバ

• Cisco UCSC460M4ラックマウ
ントサーバ
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目的コマンドまたはアクション

[Disk Slot Number]フィールドに、プライ
マリブートデバイスとして設定する JBod
ディスクのスロット番号を入力します。

ステップ 8   

[OK]をクリックします。ステップ 9   

サービスプロファイル内のローカル LUN 操作

LUN 名の事前プロビジョニング
LUN名を事前にプロビジョニングできるのは、LUNの管理状態が [Undeployed]となっている場合
のみです。事前プロビジョニングする LUN名がすでに存在し、その LUNが孤立している場合、
その LUNはサービスプロファイルによって要求されます。名前を事前にプロビジョニングする
LUNが存在しない場合、指定した名前の LUNが新規に作成されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。ステップ 1   

[Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開
します。

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration]タブをクリックします。ステップ 4   

[LocalLUNs]サブタブで、LUN名を事前プロビジョニングする
LUNを右クリックし、[Pre-ProvisionLUNName]を選択します。

ステップ 5   

[Set Pre-Provision LUNName]ダイアログボックスで、LUNの名
前を入力します。

ステップ 6   

[OK]をクリックします。ステップ 7   

孤立した LUN の要求
孤立した LUNを要求できるのは、LUNの管理状態が [Undeployed]となっている場合のみです。
LUNの管理状態を明示的に [Undeployed]に変更すると、孤立した LUNを要求できます。

LUN名が空の場合は、要求する前に LUN名を設定します。
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手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。ステップ 1   

[Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開
します。

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration]タブをクリックします。ステップ 4   

[LocalLUNs]サブタブで、要求するLUNを右クリックし、[Claim
Orphan LUN]を選択します。

ステップ 5   

[Claim Orphan LUN]ダイアログボックスで、所有権を要求する
対象とする孤立した LUNを選択します。

ステップ 6   

LUNを右クリックし、[Set Admin State]を選択します。ステップ 7   

表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで [Undeployed]
を選択して、LUNを展開解除し、所有者を要求します。

ステップ 8   

[OK]をクリックします。ステップ 9   

LUN の展開および展開解除
LUNを展開または展開解除できます。ローカル LUNの管理状態が [Undeployed]の場合、LUNの
参照は削除されていて、LUNは展開されていません。

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。ステップ 1   

[Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開
します。

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration]タブをクリックします。ステップ 4   

[Local LUNs]サブタブで、展開または展開解除する LUNを右ク
リックし、[Set Admin State]を選択します。

ステップ 5   

表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで、LUNを展
開する場合は [Online]を選択し、LUNを展開解除する場合は
[Undeployed]を選択します。

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

[OK]をクリックします。ステップ 7   

サービスプロファイルで参照されている LUN の名前変更

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。ステップ 1   

[Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開
します。

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration]タブをクリックします。ステップ 4   

[Local LUNs]サブタブで、参照されているLUNの名前を変更す
る LUNを右クリックし、[Rename Referenced LUN]を選択しま
す。

ステップ 5   

[Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、参照されてい
る LUNの新しい名前を入力します。

ステップ 6   

[OK]をクリックします。ステップ 7   
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